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図7　渋江西光寺清重稲荷（「江戸名所図会』葛飾区郷土と天文の博物館所蔵）
安心して座っていられた（「遊歴雑記』「弐編之中　六十　葛飾郡亀有村の引ふね」）。次寛も「水平ら
かなれとも，はしる事ハ早し」と，川の流れは緩やかではあるが，引舟は以外と速かったらしい。葛
飾は地形の起伏の少ない東京低地に位置しているので，比高差がなく川も緩やかに流れている。曳舟
川の引曳は，低地という葛西ならではの交通手段といえよう。
　（3）葛西新宿と渡しの風景
　　　　　　　　にいじゅく　中川沿いにある新宿は葛西新宿と呼ばれ，水戸佐倉道の千住宿と松戸宿を繋ぐ宿場として知られ
ている。水戸佐倉道は，五街道のひとつ江戸の日本橋から日光方面へ連絡する日光街道に付随する街
道として位置付けられていた。日光街道の千住宿から東へ分岐し，小菅から亀有を通過して，中川に
掛かる渡しで対岸の新宿へ至り，新宿からは金町を抜け水戸方面へ連絡する水戸道と小岩を抜け佐倉
方面へ連絡する佐倉道とに分かれていた。葛西新宿は，江戸時代にできた新しい宿場と思われがちで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）あるが，葛西城に関わる宿場として戦国時代に整備されたものである。
　葛西新宿は，渡しのある畔辺りを上宿といい，下流に向けて中宿，下宿とに分かれていた。文政12
年（1829）に新宿を訪れた十方庵敬順によると，上宿には，中川屋や藤屋など4～5軒の旅籠があり，
なかでも中川屋は二階建てで，部屋数も多く，当時としては珍しく二階にも便所を備えていたと記し
てある。敬順は案内された二階の三方に縁側をめぐらした部屋の南側に件み風景を楽しんでいる。そ
こからは，広い庭も見下せ，新宿の渡し場の川向こうに目を移すと「村々の夏木だちせし青葉の中よ
り，藁家の棟見ゆるハ鄙の一風にして，景色やハらかに面白く，右に左に遥に燃るごとく赤きハ映山
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　　　　　　　　　　　　　図8　新宿渡口（『江戸名所図会』葛飾区郷土と
　　　　　　　　　　　　　　　天文の博物館所蔵）
紅の花にや，黒ミて赤きハ楓の芽吹，黄なるハ山吹の花ならん」と色づいた花木を「川越に程よく眺
望する風色天然にして奇々妙々たり」と賞している。
　さらに，渡し場の両岸の水際に見える「往来の人を乗て舟に樟さしわたす舟人の蓑笠着たる様」や
「旅人の雨を忍びへ便船するすがた」が絵には表すことができぬ面白さがあると述べている。さら
に，川の流れや手前の岸で洗い物をする女や縄をもち魚をすくう男など「総て見る程の事一々あずら
しく（略）風景を愛するの外なし」と新宿の渡し場の川辺の風景を賛美している（『遊歴雑記』「五編
　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）之下　三拾戴　葛飾郡新宿の駅川添の風景」）。
　敬順よりも12年前の文化14年（1817）の7月に新宿を訪れ，中川屋で昼食をとった村尾正靖は，
旅籠の主から「二三日季候のよからぬ故か，さらに魚なし，秋に成れハ必ずこよかし，前の川にて取
れたる，櫨，鯉なと奉るへし」と，今回は食べさせる魚がないことを詫びられ，秋に再訪して中川名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）物の鯉，櫨の料理をご賞味くださいと言われている。
　㈲　木下川周辺の風景と花名所
　「遊歴雑記』には，木下川から浄光寺にかけての風景もよく登場する。敬順は，隅田川沿いから木
下川に掛けて，「その途すから川を見，耕地を過，遠く望ミ近くながめ，天然の風景一品にして賞す
べきの土地なり」（『遊歴雑記」「初編之上　拾五　杵川浄光寺の御寿像」）と賞し，浄光寺に再訪した
際も「川添の風色を眺望せんと境内を立出ぬ」（『遊歴雑記」「弐編之下　七十四　木下川浄光寺杜若
の再遊」）とその景色を楽しみにしていることがわかる。
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図9－1木下川薬師（『江戸名所花暦」東京都公文書館所蔵）
図9－2　昭和10年頃の堀切小高園の花菖蒲（「東京府
　　　史蹟名勝天然記念物調査報告』　第12冊）
繧難
轟髪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほユラ　浄光寺は，近郊唯一の杜若の名所として知られていたところで，『江戸名所花暦』には「池中パー
面紫にして，そのなかへ八ツ橋をかけわたし，往来をなさしむ」と紹介されており，「木下川の杜若」
を愛でに江戸庶民や多くの文人墨客も訪れ賑わいをみせていた。また近くには桜並木があり，境内や
周りには旅人や参拝客が休憩したり飲食をする茶屋があった。
　『江戸名所図会」によると，葛西は四季の花を江戸に出荷するなど花卉栽培の盛んな土地であった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　ことが挿図入りで紹介されている。天保年間には，その上地柄を活かして堀切に小高園が開園し，花
菖蒲の名所としても江戸庶民を誘うようになる。
㈲　江戸川べりの風景
敬順は，ド矢切の渡しへも足を運び川辺の風景を楽しんでいる。下矢切の渡し場近くに住む弥右衛
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門という農家に一宿した敬順は，座敷に腹ばいになって，川向こうの松戸から国府台や河野風景を眺
め「泌荘と取りはなしたる眺望ハ言語に絶し，又群だつ森の間々遅桜の咲し様ハ，岩間を伝ふ滝のご
とく，又は処々藁屋の見ゆるも優にやハらかにして，唐土の晴湖のかくやと，右に左に目の休む隙な
し」と下総台地の西側縁辺に連なる崖線の風景の素晴らしさを述べている。
　また，座敷から見える眼前の江戸川についても「帆をあげてはしる大小となき舟の行ちがふ，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨヨ　風景など只気億にのミ覚えて筆端にハ尽くしがたく」と賛美している。敬順は，寝床で櫓権の音に耳
を寄せ，ヨシキリの鳴き声に驚かされ，月夜を楽しみ，明け方近くの時の鐘を微かに聞きながら朧月
夜の川添いの風景を「きのふ見し眺望とハ，又一段にして，朧月夜に川添をながむる風景は面白くし
て，兎角の論なし」と昨日の景色とは一風変わった明け方の景色を堪能している（『遊歴雑記』「弐編
之中　五十六　下矢切の渡し場川添の眺望」）。
　（6）小合溜・小向の渡しの風景
　こ　あいだめ　い　小合溜井を訪れた十方庵敬順は，川の水を満々と貯えた有様を「大河のごとし」と比喩し，その大
きさを「長さ弐拾余町，はSは広き所弐三町，深さははかりかたし」と記している。そして地元では
　　　　　　　　　　だめ呼び名を溜井ではなく「溜」と呼んでいることを紹介している。小合溜井には「魚鳥彩しく」これら
の魚鳥をとって生業を営む者も多く，江戸からこの地に泊まりがけで訪れ，釣りを楽しむ人もいると
いう。小合溜井の風景は「天然にして面白く，芦葭等の中には行々子のくぜり，又ハ空に舞，雲雀の
声迄優に珍らしく，或ハ遅桜の茂林の間ぷ満花せし風情いかんともいひかたし」と鳥や花木を楽しん
でいる。
　溜井の水辺の風景を楽しみつつ小向の渡しへ出た敬順は，川端の鉄次郎という食店で昼食をとり，
舟で松戸へ渡るが，その際の両岸の風景を「絶品」と称え，渡しの風景はどちらかといえば小向より
も松戸の方が優れていると記している（「遊歴雑記」「四編之上　拾八　葛飾郡小合の溜小向の渡口眺
望」）。
　（7）休み処と名物
　曳舟川沿いには二軒茶屋と呼ばれる2軒の茶屋が篠原村と亀有村に2か所あった。『嘉陵紀行』で
は世継（四つ木）に二軒茶屋があったとしているが，正しくは篠原村であろう。二軒茶屋のほかに，
四つ木には酒や菓子を売る家（店）が6～7軒あった。旅人は，これらの茶屋や店で足を休め，食事
や酒，菓子などを口にしながら，旅話に花を咲かせたのだろう。
　ただし，敬順によると篠原村にある藤棚の茶屋の蒲焼は「風味鹿悪にして喰ふべからず」（「遊歴雑
記」「弐編之中　六十　葛飾郡亀有村の引ふね」）と，料理の味には敬順ならではの酷評が下されてい
（34）
る。
　また，敬順は下戸だったようで，旅先では持参した茶道具で煎茶を楽しむのが趣味であった。四ツ
木村の酒店では，同行の仲間は「いかゾしき木の芽田楽」で盃をすすめていたが，敬順は店の井戸水
を用いて茶を入れている。店の老婆にも振る舞ったところ，店に居あわせた別の客が「その茶の煎じ
空給ハれ」と言って茶殻に醤油を掛け酒の肴にしている。こんなやり取りも旅ならではと敬順は
「又一興かや」と述べ，旅先の酒店でのエピソードを紹介している（『遊歴雑記」「七十四　木下川浄
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光寺杜若の再遊」）。
　篠原村の茶屋で出される蒲焼は別としても，葛西から流山にかけては「鮒鯉鯨の類多く，風味又一
段とよしとかや」（『遊歴雑記』「四編之上拾八葛飾郡小合の溜小向の渡口眺望」）と敬順が述べて
いるように，葛西は鮒・鯉・鯨それから櫨を使った料理が名物であり，その名残は現在でも柴又帝釈
天参道脇の料理屋のメニューにも見ることができる。曳舟川沿いの茶屋には，蒲焼や田楽以外にも，
普通の豆腐などが商われていたことが「成田の道の記』に書かれている。
　味にうるさい敬順ではあったが，老人ゆえに思うように地の食べ物を賞味する事がかなわなかった
らしい。敬順は小向の渡しの鉄次郎という食店で昼食をとった際，鯨を小さくたたきにしたものを天
麩羅にし，さらに蕨をいれて煮て作った「鯖の田楽」を歯がないために食べることができず，「いか
成る風味やらん，歯なきものハ旅中先々食事に倦事殆多し」と嘆いている。
　葛西新宿では，中川でとれる鯉や櫨などの魚料理が名物として旅人の舌を楽しませていた。『江戸
名所図会』にも新宿の風景が描かれており，絵の説明には鯉が美味であると記されている。敬順の葛
西新宿関連の記事にはみられないが，正徳5年（1715）に峯雪山昌隆によって書かれた『駅路鞭影
（35）
記』には，「宿の端二茶屋有り，餅を売，うばか餅とて名物也」とみえ，川魚料理以外に葛西新宿の
名物として「うばか餅」があったことが知られる。
④・・
・・開発と景観
　川　葛西から南葛飾郡へ
　江戸庶民の「延気」の場として，人々の五感を楽しませた葛西は，明治期になっても堀切周辺の菖
蒲園人気も手伝って，多くの人が足を運んだ。しかし，十方庵敬順や村尾正靖が賛美した葛飾の風景
は近代になると次第に変貌していく。
　「その容は風雅なり」とされ，葛西名物のひとつだった曳舟川の引舟も，明治15年頃に姿を消し
てしまう。坂田正次氏によると，引舟衰退の原因として人力車の稼働によるところが大きいと指摘し
ている。また，明治30年には国鉄の常磐線亀有駅と金町駅が開設され，大正期には京成電鉄も開業
し，駅を中心に新しい町場が拡張して人口の集中を促していった。近代になって，人力車，車，鉄道
などの陸上交通が整備され，「沙荘と打はれて目に障るものなく，田に畑に耕地の風色」とされた
「打關きたる噴地」の葛西は，南葛飾郡と名称も変わり首都東京の近接地として都市化の波にのまれ
ていくことになる。
　②　荒川放水路と二つの災害
　それでも明治期までは，江戸の旅人を楽しませた曳舟川沿いの開けた田園風景は，道や橋，鉄橋が
設けられたとはいえ，まだ江戸からの風情を残していたことが，当時の地図を広げることによって確
認することができる（図2）。
　それも束の間のことであった。大正期になると，政府は首都東京を水害から守るべく荒川放水路の
開削事業を始める。これにより，小梅から四つ木間は寸断され，曳舟川の西方には大きな土手の壁が
めぐり，視界を狭くしてしまった（図10）。
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図10　大正10年　東京低地東部　明治43年に東京を襲った大洪水により，国は首都東京を守る
　　　へく，荒川放水路の開削を引画した。上の図では，まだあまり開削が進んでいない工事途
　　　中の荒川放水路が白い帯状に見られる。大正10年には現在のJR常磐線や総武線，京成電
　　　鉄が敷設されているが，町場の発達はあまり見られず，道路の整備もまだ進んでいない。
　　　人家は，江戸以前からの旧村の微局地上に展開し，周辺にはまだ広大な耕地が残っている。
　　　（国1地理院5万分のユ地形図より）
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図11昭和30年東京低地東部昭和5年荒川放水路が完成し，さらに昭和13年から葛飾区と江戸川区を貫く
　　　中川放水路が言1画された。江戸川区側では丁事が進んでいる様子が認められる。中川放水路の完成は1．図の
　　　8年後の昭和38年である。東京低地東部における近代以降の景観的特徴のひとつとして，荒川と中川とい
　　　う2本の放水路の存在をあげることができよう。1図では，東京を襲った関東大震災と第2次世界大戦と
　　　いう災害後の開発の様∫がわかる。道路網も整備され，旧来とは異なった鉄道の駅を中心に町場が発達して
　　　おり，図10に比べ宅地化が進み，耕地が縮小している。（国｝地理院5力分のユ地形図より）
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図12昭和56年　東京低地東部　図11よりも飛躍的に宅地化か進んた様子か一目てわかる。地図上て宅地部分か
　　　濃く表されているため，かえって河川か白く抜けて日立っている。図10に見られた広大な耕地は，更に縮
　　　小され葛飾区ては水元地域を除き，宅地の中に取り残されるように存在している。この頃には葛飾区と江戸
　　　川区を合わせた人口か100万近くになっている。図10・11と見比へると東京低地束部の開発の様子かわか
　　　るとともに，景観的な変化も知ることかてきる。特に，ヒ図は高度経済成長以降に急激に開発された東京低
　　　地東部の様子を読み取ることかてきよう。（田土地理院5万分の1地形図より）
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　また，これに輪を掛けて景観に大きな影響を及ぼしたのが大正12年に起こった関東大震災である。
首都東京の機能は壊滅的な被害を受け，罹災した人や工場は空き地のある開けた土地を求あて荒川放
水路以東へと移ってくる。南葛飾郡の水田や沼などの水域は，埋め立てられ，宅地や工場として姿を
変えてしまう。葛飾区を例に関東大震災後の人口の動態をみてみると，大震災前の大正10年に2万
8375人だったものが，昭和元年には2倍弱の5万5495人，昭和5年には3倍近い8万4456人と
なっており，いかに関東大震災によって人口が首都近郊へ流入してきたかがわかる。これに伴い宅地
や工場地が増える一方で耕地などのが面積を狭め，低地特有の景観が失われることになる。樹木のか
わりに煙突や鉄塔が目立つようになってしまった。
　昭和になって，さらにこの地域の開発を促す災害が起こる。昭和15年から20年に掛けて行われ
た太平洋戦争である。特に昭和20年3月10日の東京大空襲は，東京の主要部を焼きつくすなど，
度重なる空襲で東京は焼け野原と化してしまった。そのため関東大震災と同じく，都市近郊へと人口
が流入することになった（図11）。
　戦後，首都東京の機能が回復し，景気の高揚とあいまって東京近郊での人口増加傾向は続き，昭和
40年代の高度成長期を向かえ，高層の建物も建てられるようになり，葛飾の都市化が急速に促され
るようになった（図12）。昭和50年代以降には，荒川に沿って首都高速道路が建設されたことによ
り，荒川を境に南北に大きな構造物が出現し，景観的には視界を遮る障害となってしまった。
　（3）堤の桜
　江戸時代には，下町界隈の花見は，上野の山に飛鳥山，そして向島と相場が決まっていた。しかし，
明治になると次第に東京の町場が広がるにつれて，隅田川周辺の開発が進み，向島の桜は昔ほどの絢
燗さがなくなってしまう。かわって荒川（隅田川上流）の堤の千住から江北周辺の桜が新しい花見処
として賑わいを見せた。田山花袋の『東京近郊　一日の行楽』によると，五色桜，法輪寺，狸々，一
葉，普賢像，関山，大提灯などの変種も多く，花のトンネルもあり見事であると記している。この荒
川堤の桜も荒川放水路や堤防工事のため姿を消す運命となる。
　近世の葛西にも，木下川付近や小合溜などに桜が植えられ，人々の目を楽しませていた。川辺の堤
には桜が良く似合い，江戸川や中川堤でも近代以降に桜が植えられ，戦前までは，東京近郊の花見処
として近在から多くの人々が集った。しかし，江戸川や中川堤の桜並木も荒川堤の桜と同じ運命をた
どってしまう。戦中，戦後伐採されて次第に姿を消し，今では中川左岸の葛飾区奥戸の森永乳業付近
の土手に往時の面影を残すのみとなってしまった。戦時中，薪を確保するために伐採をしたり，堤に
桜などの木があると増水時に堤を壊す恐れがあるという治水上の理由によって姿を消していったよう
だ。現在では，荒川（放水路）や中川などの堤に部分的ではあるが，桜の植樹が試みられていると聞
く。川辺の堤には桜並木が良く似合う。桜並木の復活が待たれるところである。
　（4）川辺景観の変化
　河口部は鰭釣り，中流域は岡釣りの名所として親しまれた中川は，近現代の流域部の開発によって，
水質が悪化していった。また，水環境を無視した河川改修工事によって，水質浄化に役立っていた葦
原も打撃を受けた。高度成長期には中川や新しく開削された荒川（放水路）までも異臭を放つまでに
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図13　首都高速道路によって遮られた堀切菖蒲園の景観
汚染されていった。
　昭和40年代後半頃から公害による環境破壊が社会問題化し，環境に対する人々の注意を呼び起こ
すようになった。水質浄化への努力もはらわれるようになり，今では中川に釣り糸を垂れる光景も見
られるようになったが，中川が近代以前の生態系に戻り，生息していた魚影が復活することまでは望
めない。
　荒川や新中川は，近現代になって広大な土地を開削して造ったもので，通水した当初には川辺の自
然はなかった。しかし，荒川が開削されて，70年以上，新中川40年を迎える今日，双方の川辺には
自然が再生され盧荻が繁茂している。コンクリートの堤防が人と水辺とを隔てる障壁となっている中
川よりも，かえって川辺まで近づける荒川や新中川の方が，釣りなどを楽しむ姿が多く見受けられる
ようになっている。近世に人々の憩いの場となっていた中川の川辺の景観は失われ，現在では荒川や
新中川などの放水路沿いが東京低地東部を代表する人々の憩う川辺景観として注目されてきている。
おわりに
　東京低地東部の近世葛西の景観について，地勢からひも解き，その特徴や江戸人から見た葛西の景
観的魅力などを探ってみた。
　葛西の「打嗣きたる暖地」では，寺社の杜や銘木などの樹木は旅人のランドマークの役割を果たし，
その樹下は休息の場ともなった。水辺には置荻が繁茂し，中川や小合溜には釣人の集う格好の憩いの
場となるなど，これらの要素が葛西の低地ならではの景観を醸し出していた。さらに，十方庵敬順の
「遊歴雑記」と村尾正靖の『嘉陵紀行」などを通して，葛西における川沿いの風景の様子を知ること
ができた。
　先にも紹介したが，加藤貴氏は「江戸近郊名所への誘い」の中で，「十八世紀以降の江戸市民の広
範な行楽行動の展開の背景には，江戸の都市化の問題と，都市民の自然観や都市的な信仰形態があっ
た」と指摘し，「名所は，自然との交流や神仏との交感をつうじて，江戸市民に「延気」を約束して
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くれた」と述べている。本稿では，江戸の都市化によって自然が失われたことにより，江戸人がどの
ような自然を江戸と近郊に求めたのかを探ってみた。
　その結果，葛西は「天然なる奇麗にして眺望いわんことなし」と草花・木・鳥などの自然の織り成
す「天然」とその眺望が素晴らしく，江戸の人々から好まれていたことがわかった。特に，眺望の利
く，低地特有の「打開きたる噴地」と川辺を中心とした川沿いの風景が葛西の景観の特徴と指摘する
ことができる。中川や小合溜井は，釣場としても人を集めた。
　18世紀以降，葛西は江戸庶民の「延気」の場として『江戸名所図会』の中でも紹介されるように
なり，江戸の人々を受け入れるために，様々な装置を仕掛けて行く。寺社仏閣や信仰だけでなく，茶
屋などの休み処が設けられ，川魚料理などの名物を用意したり，花名所を整備したり，江戸と行楽地
葛西を結ぶ曳舟川に引舟を運行したりと，行楽地としての舞台装置が整えられていったのである。
　葛西は，景観的な魅力とともに，「然るに田舎ハ時々の流行に移されず，よろず古雅の多きハ片鄙
にこそ，昔の遺風ぞ伝れり」（三編之上　五十九　青砥左工門が山葵おろし）と敬順は『遊歴雑記』
のなかで述べ，葛西には眺望や名所1日跡の他に，都市江戸で失われた遺風が見られることも魅力だと
している。江戸の都市化によって，江戸から消えた自然や遺風までも葛西に求めていたのである。近
代以降，二つの災害を契機として，都市化という豊かさを求めることで，江戸の人々に愛された葛西
の風景は，天空の視界も狭めながら，川の汚れとともに姿を失ってしまった。今は，堀切菖蒲園や水
元公園の水辺環境に，江戸人を魅了した葛西の景観を僅かにしのぶことができるにすぎない。
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Landscape　of　the　Eastem　Part　of　the　Tokyo　Lowlands：Features　of
the　Landscape　in　Kasai　and　Tlleir　Transfb㎜ation
TANIGucHI　Sakae
The　area　of　lowland　that　extends　over　the　eastern　part　of　the　Tokyo　metropolis　is　called　the　Tokyo
Lowlands．　At　one　time　the　Tokyo　lowlands　served　as　a　boundary　between　Musashino　Province　and
Shimousa　Province，　with　the　Sumidagawa　River　serving　as　the　bo皿dary　between　the　two　provinces　p亘or
to　the　Edo　Era．　The　region　east　of　the　Sumidagawa　River　that　is　comprised　by　present－day　wards　of
Katsushika，　Edogawa，　Sumida　and　Koto　has　historically　been　referred　to　as　Kasai．
　　　During　the　Edo　Era　many　inhabitants　of　Edo　visited　Kasai　on　the　outskirts　of　Edo，　which　served　as　rec－
reational　area．　Historical　materials　from　the　time　such　as“Yureki　Zakki”by　the　Jippo－an　Ke加n　and　the
“K田yo　Kiko”of　MURAO　Masayasu　allow　us　toわ㎜of　picture　of　what　it　was　like　there．
　　　KATO　Takashi　has　suggested　that“problems　related　to　the　urbanization　of　Edo　and　the　view　of　nature
and　urban　beliefS　of　urban　dwellers　lay　behind　the　development　of　extensive　recreational　activities　of　the
citizens　of　Edo　from　the　eighteenth　century　onwards”and　says“it　was　through　interaction　with　nature　and
empathy　with　Shinto　and　Buddhism　that　famous　places　promised　a‘kinobashi（feeling　of　relaxation）’to　the
citizenry　of　Edo．”This　paper　fOcuses　on　this　suggestiol1，　and　by　discovering　the　nature　of　the　landscape　of
the　Kasai　region，　which　was　visited　by　the　people　of　Edo，　the　aim　is　to　employ　these　landscape　features　to
shed　light　on　part　of　the　regionality　of　Kasai　situated　in　the　Tokyo　lowlands．
　　　The　findings　of　this　investigation　suggest　that　the　Kasai　landscape　was　an　open　expanse　with　a　com－
manding　view　and　that　it　had　a　river　landscape　consisting　largely　of　riversides．　In　Kasai　there　is　a　concen－
tration　of　rivers　and　it　was　made　up　of　flat　land　with　few　undulations　as　one　would　expect　of　lowland．　The
land　had‘‘an　indescribable　natural　beauty”and　reeds　grew　thick　by　the　water’s　edge　and　the‘‘nature”of　the
open　land　was　fbrmed　by　an　interweaving　of　grasses　and　nowers，　tress　and　birds．　We　also　leam　that　the
people　of　Edo　were　very　fbnd　of　its　wonderful　vistas．　Nakagawa　and　Koaidame　were　places　where五sher－
men　gathered　for　recreation　and　relaxation．
　　　From　the　eighteenth　century　onwards　Kasai，　which　had　become　a　place　where　the　citizens　of　Edo
enjoyed　a“feeling　of　relaxation”and　which　had　been　described　in　the“Edo　Meisho　Zue（An　Illustrated
Guide　to　Celebrated　Places　of　Edo），”saw　not　only　the　establishment　of　temple　and　shrine　events，　festivals
and　religi皿s　worship，　but　also　the　construction　of　tea　houses　and　other　places　of　relaxation　in　order　to
entertain　the　people　of　Edo．　The　preparation　of　local　delicacies　such　as　dishes　made　from　freshwater　fish，
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the　establishment　of　beautiful　flower　gardens，　and　the　operation　of　towboats　across　the　Hikifunegawa　River
that　linked　Edo　and　Kasal　set　the　scene　fbr　an　area　that　offered　leisure　and　relaxation．
　　　However，　from　the　Modem　Era　onwards　the　extensive　tracts　of　open　land　known　as　Kasai　were　divided
up　as　a　result　of　the　digging　of　water　discharge　channels　fOr　the　Arakawa　River．　While　the　land　was　being
consumed　by　the　wave　of　urbanization　that　had　been　spurred　on　by　the　dual　disasters　of　the　Great　Kanto
Earthquake　and　the　Second　World　War，　the　landscape　of　Kasai　that　had　been　admired　by　the　people　of　Edo
vanished　as　even　the　views　of　the　sky　naπowed　and　the　rivers　became　polluted．　All　that　remains　of　the
landscape　of　Kasai丘om　the　Early　Modern　Period　are　the　glimpses　affbrded　by　Horikiri　Shobuen（Hodkiri
iris　garden）and　Mizumoto　Park．
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